
オンラインMotherClass
の開催と実績

⚫ Mother Classは助産師が主催、企画し当院で出産
予定の妊婦が対象の産前教育。

⚫ COVID19の感染拡大から、2020年の集団での
Mother Classは中止になる。

◆産前教育をしないままでいいのか⁉

西4階病棟 助産師 塩坂文緒



１ オンラインMotherClass開催の背景

分娩件数：2021年度 147件

⚫MoterClass（MC）の目的：安心して分娩に臨むための準備教育

妊婦同士のコミュニティ作り

⚫MotherClassの講義内容

• MCⅠ：健康的に妊娠生活を過ごすために（2時間） 妊娠２８週まで

①産婦人科医師の話 ②栄養士の話 ③乳房の手入れ

• MCⅡ：分娩に臨むための心身の準備（2時間） 後期妊娠３０週以降

①分娩の流れ ②分娩進行中の過ごし方 ③夫、パートナーの心構え

◆オンラインでMotherClassを始めたい‼



２ オンラインMotherClassの準備と企画

⚫オンラインで『妊婦と学習する』ことの課題を挙げた

① オンラインでは、一方通行の配信となる

② ＬＩＶＥではないため、妊婦の反応がわからない

③ 妊婦が画面の前に、2時間座り続けることは難しい

⚫項目別に講義内容を検討し、９つの講義に編集した

① 妊娠中のからだとこころの管理：妊娠中に気をつけること、おっぱいの準備

② 出産に向けての準備：入院時の持ち物、お産の準備と始まり、お産の進み方

帝王切開クラスnew、ペアレンツクラスnew

③ 産後の生活:産後の入院生活

④ しずMamaRoomの紹介



３ オンラインMotherClassの作成

⚫総務課との協働

• 病院のHPでの配信方法の確認と病院の承認を受ける

• 効果的な画面の作成方法を検討する

• セキュリティ対策は、妊婦がQRコードを読み取り視聴する

⚫画面の作成

• テキストを参考にして視聴できる様に、内容を合わせる

• 飽きないように、1画面の時間を２分以内にする

• 優しさと柔らかさが伝わるようなイラストで統一する

• パワーポイントの画面とナレーションを編集する

• 若い助産師がナレーションの練習を繰り返し、録音する



４ 配信の宣伝

⚫ ２０２２年３月より配信開始

⚫ しずMamaRoomで妊婦に紹介

《病棟助産師が外来にある妊婦

保健指導室で健診後の妊婦に

保健指導をしている》

⚫ 当院で分娩する妊婦に、QRコード
入りのパンフレットを渡す

⚫ 視聴しやすいように所要時間も

表記する

⚫ 受講チェック表で受講を確認する



５ 視聴受講実績

⚫2022年3月 配信開始

⚫2022年12月28日の結果

８１６回の視聴回数

◆ほとんどの妊婦、夫が視聴

している！

⚫受講回数のTOP3☆

• 入院時の持ち物

• お産の準備と始まり

• 妊娠中に気をつけること

１０２回

９４回

９８回



６ 視聴後のフォローはしずMamaRoom

⚫妊婦健診後のしずMamaRoomで、助産師が個別

の相談や質問に対応している

⚫妊婦や夫の視聴後の意見や感想

【お産に関して】

• 会陰マッサージについて教えてほしい

• 上の子のお産は、破水で始まったので、今回も破水で

始まるのか心配

【ペアレンツクラス（両親学級）】

• 育児の大変さが分かったので、産後も協力したい

【産後の入院生活に関して】

• 面会について教えてほしい（コロナ禍のため）



今後の展望

⚫オンラインMotherClassは、働いている妊婦も多く、

育児中の経産婦にも視聴しやすいと好評である。

⚫今後、オンライン上で参加でき、助産師と妊婦、

妊婦同士の情報交換の時間を作りたい。

⚫産後の参加型ベビーマッサージクラスを開催し、

育児中の母親をフォローしたい。


